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ゲルマン祖語の母音組織とウムラウト (III)
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(1), (II) では印欧祖語からゲルマン祖語に至るまでの母音変化，そして伝統的にはゲル
マン祖語において起こったウムラウトであったとされる母音変化を中心に取り上げたが，今回
(lII)ではさらに後期の段階である北，西ゲルマン諸語の母音組織に多大な影響を及ぽした 1-ウ
ムラウトについて，それに付随すると思われるさまざまな音変化とともに，さらに個々の言語
のレベルで論じていきたい。
まず古英語について見てみよう。古英語では次音節に 1 ，を伴うとき，その i，の影響によ
り，単母音の場合 u ， 0 , a , æ はそれぞれ y ，ぽ， æ , e に u ， ð , a はそれぞれ 51 ， æ , æ と
なった。このうち y ， 51 ，田， æ は後にしばしば非円唇化され，それぞれ i ， 1, e , e となった。
iーウムラウトは二重母音 ea ， io , ea , 10 にも働き，その結果ウエストサクソン方言では ea ， 10 
はともに ie ，また ea ， 10 はともに 1e となった。しかし 1-ウムラウトは古英語ではその最古の
文献時代においてすでに終結しており，その音過程の誘因となった 1 ， J も大部分が消失または
弱化しているためウムラウトを受ける前の原形を古英語の文献に求めることはほとんどで
きなしミ。すでに(1)で取り上げた Gmc. e , eu>i , iu の場合は別として，他の西ゲルマン語で
古サクソン語と古高地ドイツ語では Gmc.a>e 以外の 1-ウムラウトは見られないのに対し，
古英語では 1-ウムラウトは非常に規則的に起こっている。
以下この1-ウムラウトを受ける母音の起源を個々に明らかにしながら i ウムラウトの実例
を挙げていくことにする。そのためには可能な限り他の言語の対応例も同時に挙げていきたい。
なお，古英語にはいくつかの方言があるが，本稿では古英語の標準語とされるウエストサクソ
ン方言の例に限定する。
(l)?e 
Gmc.a がアングロ・フリジア明音化 (Anglo-Frisian Brightening，以下 AFB と略す)を受
けた結果音 æ のウムラウト: settan<POE *s誥tjan<WGmc. *sattjan<Gmc. *satjanan (Go. 
satjan , 01 setia , OS settian , OHG setzen) ‘to set'; werian (Go. warjan , 01 veria , OS 
werian , OHG werien) ‘to defend'; here (Go. harj is , 01 herr , OS , 0 H G heri)‘army'; stede 
(Go. staþs , 01 staδr ， OS stedi ,OHG stat) ‘place' < Gmc. ちtadiz。
(2)a>?
①CuC(C)i の前で AFB による犯が次音節の後母音 u の影響で a に戻り，それが最終音節の
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i によってウムラウトされた: f誑ten (OS fastunnia) ‘fastening'; g訶eling(OS gaduling) 
‘companion'。
( færest(Go. faris , 01 ferr , OHG feris) ‘you go'; f誡e?(Go. fariþ , OS farid , ferid , 
OHG ferit) ‘he goes'。これは，本来ならば前記(1)でのように AFB による æ がウムラウトの
入力となるべきところに， AFB による￡が次音節の a の影響で a に戻った不定詞 faran や現
在複数形 faraþ への類推により導入された a のウムラウトである。
③Gmc.a を引き継ぐ a は鼻音の前では鼻音化されたため AFB を受けずにウムラウトされ
た。この場合，ウムラウトによる a は鼻音の影響で後にさらに e へ上げられた: graemman , 
gremman (Go. gramjan , 01 gremia , OHG gremmen) ‘to irritate'; sendan (Go. sandjan , 
01 senda , OS sendian , OHG senten) ‘to send'。
(3 )u>y 
Gmc.u を引き継ぐ u のウムラウト: gyden (OHG gutinna) ‘goddess'; gylden (Go. gul?
eins , 01 gylinn , OS guldin , OHG guldln) ‘golden'; yfel (Go. ubils , OS , OHG ubil)‘evil'; 
cynn(Go. kuni , 01 kyn , OS , OHG kunni) ‘race'; gebyrd(Go. gabaurþs , OS giburd , OHG 
giburt) ‘birth' < Gmc .も11rdiz<IE*bhztis(Skt.bhztis ‘das Tragen'); fyllan (Go. fulljan , 01 
fylla , OS fullian , OHG fullen) ‘to fil'; hycgan (Go. hugjan , 01 hyggia , OS huggian , OHG 
hucken) ‘to think'。
(4 )0>田>e
ele (OHG oli)<Lat. oleum 'oil'; dehter<POE *dohtri , これは dohtor< Gmc. *duhter 
(Gk. thugáter , Skt. duhitã , Lith. dukte) ‘daughter' の与格単数。 o のウムラウトは借入語，
そして本来あるはずの u の代りに o が後に類推的に導入された本来語にしか現れない。なぜな
らば本来語の o は，すでに(1)で述べたように Gmc. u の a-ウムラウトに由来するものであ
るため，次音節の 1 ， J の前には本来現れないからである。従ってここに挙げた実例の本来ある
べき形は dehter ではなく切yhter< Gmc. *duhtri のはずである (Gk. 与格単数 patrí ‘father') 。
(5 )ã>長
Gmc. ai に由来する a のウムラウト: h詬an<POE *h緲jan (Go. hailjan , 01 heila , OS 
helian , OHG heilen) ‘to heal'，形容詞 hãl (Go. hails , 01 heill , OS hel , 0 H G heil) 
‘whole , sound , hale' < Gmc. 勺lailaz。
(6)?y 
( Gmc. ü を引き継ぐ a のウムラウト: ryman (01 ryma , OS rümian , OHG rumen) ‘to 
make room'。
( Gmc. uns , un?OE üs , üþ に由来する a のウムラウト: fysan (01 fysa , OS f?ian) 
‘to send forth , hasten' ，形容詞 füs (OHG funs) ‘ready , eager for'; wyscan (01 yskia , OHG 
wunsken) ‘to wish' ，名詞 wüsc (OHG wunsk) ‘羽Tunsch'; cy?n (Go. kunþjan , 01 kynna , 
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OS cüðian , OHG kunden) ‘to make known' ，形容詞 cüþ (Go. kunþs , OS küth , OHG 
kund) ‘known , familiar'。
③語根名詞 cü (01 kÿr , OS kö , OHG kuo) ‘cow' の属格単数，与格単数，主格対格複数 cÿ。
この語根母音 a の由来については 01 kÿr と同様はっきりとしていないようである。この cü ，
cÿ については 01 kÿr とともに本稿の最後で論じることにする。
(7) δ>岳>e
①Gmc.ö を引き継ぐ δ のウムラウト: feran 'to go , travel' (01 føra ,OS förian , OHG 
fuoren) 'f?ren'; grene (OS gröni , OHG gruoni)‘green'; 語キ艮名詞 fδt (01 fötr) ‘foot'の
与格単数 fet<Gmc. *f?i (Gk. pod? ，王格対格複数 fet (01 白tr) <Gmc. *f?iz (Gk. 
pódes) 。
②鼻音の前での Gmc. el> WGmc. a の鼻音化に由来する δ のウムラウト: wenan (Go. 
wenjan , 01 væna , OS wanian , OHG wanen) ‘to hope'。
( Gmc. anh>OE ? (Go. ah , 01 a , OS , OHG ah) に由来する δ のウムラウト: ehtan 
(OS ahtian , OHG ahten) ‘to persecute' < Gmc. *anhtjanan ，名目司 δht ‘persecution'; fehst < 
POE *fδhist (01 f誡<PN *fahiR) ‘you seize' , feh?< POE マδhiþ (OS fahid) ‘he seizes' , 
不定詞 fδn<POE *f?an (Go. fahan , 01 fa , OS , OHG fahan) ‘to seize' < Gmc. *fanhanan , 
命令法単数 föh< Gmc. *fanh- ，過去分詞 fangen (01 fenginn , OS , OHG gifangan) <Gmc. 
*fang-< 吋anh 。
( Gmc. ans , amf , an?OE ös , 6f， öþ に由来する δ のウムラウト: est (Go. ansts , OS , 
OHG anst) ‘favor' <Gmc. 当nstiz; 語根名詞 gös (01 gas , OS gös , OHG gans) ‘goose' の主
格複数 ges(01 g誑s) <Gmc. *gansiz; sefte (OS safti , OHG semfti)‘soft' < Gmc. *samfjaz , 
副詞 s6fte (OHG samfto) ‘softly'; ne?n (Go. anananþjan , 01 nenna , OS nδdian ， OHG 
nenden) ‘to venture on'。
( 8 )ea>ie 
①AFB による æが lC ， rC , h の前で害1)れ (breaking) を受けた結果音 ea のウムラウト:
ieldra (Go. alþiza , 01 ellri , OS aldira , eldira , OHG altiro , eltiro) ‘older' ，原級 eald;
fiellan(OIfella , OS fellian , OHG fellen) ‘to fell'<Gmc. *falljanan ，これは Gmc. *fallanan 
>OE feallan (01 falla. OS. OHG fallan) ‘to fall'の使役形に由来する; ierfe (Go. arbi. 01 
erfi , OS erbi , OHG arbi , erbi) inheritance'; hliehhan (Go. hlahjan , 01 hlæia , OHG 
hlahhen) ‘to laugh' , hleahtor (01 hlatr , OHG hlahtar) ‘ laughter'。
ただし j の前での西ゲルマン語重子音化による ll(<WGmc. llj<Gmc. lj) の前では sellan
(Go. saljan , 01 selia , OS sellian , OHG sellen) ‘to sel'; tellan (01 telia , OS tellian , OHG 
zellen) ‘to tell' のようになぜか割れは起こっていなしミ。すなわちウムラウトの入力はこの場
合 AFB による徒であり，害1)れによる ea ではないということである。通時的には音変化の起
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こった順序は，重子音化， AFB ，害IJれ，ウムラウト， J 削除であろう。そして共時的にもこれと
同じ適用順序を前提として， King (1973: 562) は te11an とその 3 人称単数現在形の以下のよ
うな派生を考える (King は AFB による結果音況を基底表示にすでに組み入れており，従っ
て AFB を規則としては扱っていない)。
t詬jan t詬i?
重子音化 t?1jan 
割れ t訛11jan 
ウムラウト tie11jan teli?
J-削除 tie11an 
この結果，語根母音として Gmc. a を引き継ぐ Jan-動詞のうち，このように aljーという音
連続に由来するものに限って現在形の語根母音に ie と e の交替を生じてしまうため，重子音化
と割れの順序が並べ換えられることにより，語根母音の交替のない実際の形を生む次のような
派生になったという。
割れ
重子音化
ウムラウト
J-削除
t詬jan t詬i?
t?1jan 
te11jan 
te11an 
teli?
しかし活用全体において割れの条件を初めから満たしていたはずの，例えば jo-語幹名詞
he11 (Go. halja , 01 hel , OS , OHG hellia) ‘he11' < Gmc. *haljo には割れの形跡もまったく見
られないことから，重子音化を伴う場合にはむしろ割れが初めから徹底して排除される要因が
あったのではないだろうか。 Hogg (1971) によれば，規則の共時的な適用順序はあくまでも史
的順序と同じ重子音化，害IJれという順序だ、ったのであり，重子音化による H の前では害IJれが起
こらないのは，重子音化が起こる前の段階の lj という結合においてすでに単子音 l は割れを
引き起こす軟口蓋性を後続の j の影響により失っていたのに対し， fie11an < POE *fea11jan < 
Gmc. *fa11janan でのようにゲルマン祖語からの元来の重子音 11 は j の前にあっても，割れ
を引き起こす軟口蓋性を保っていた。確かに，このように音質の異なる 2 種類の 11 を前提とす
る方が妥当な見方であろう。
②AFB による æ の前位置の g ， c , sc がこの前母音 æ による口蓋化を受け，そして次にこ
の a の方がその先行する口蓋化された g ， c , sc の影響により二重母音化された結果音 ea の
ウムラウト: giest (Go. gast , 01 gestr (<PN -gastiR) , OS , OHGgast) ‘guest' < Gmc . 
*gastiz; cietel (Go. katils , 01 ketill , OS ketil , OHG kezzil)‘kettle'; scieppan (Go. 
skapjan , 01 skepia , OS skeppian , OHG scepfen) ‘to create'，過去分詞 sceapen (Go. 
skapans) 。
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(9 )ea>? 
①Gmc.au に由来する ea のウムラウト: h?hst (Go. hauhista , OS hðhist , OHG hδhisto 
'highest' ，原級 hëah; gel?fan (Go. galaubjan , 01 leyfa , OS gilδbian ， OHG gilðben) ‘to 
believe' ，名詞 geleafa ‘belief'; hl?pst (Go. hlaupis , 01 hleypr) ‘you leap' ，不定詞 hleapan
(Go. hlaupan , 01 hlaupa , OS hlðpan , OHG loufan) 。
( Gmc. e1>WGmc. ã に由来する￡がh の前で割れを受けた結果音匂のウムラウト
n?hst (01 mëstr , OS nãhist , OHG nãhisto) ‘nearest' ，原級 neah (Go. nehw) 。
( WGmc. ã に由来する æ の前住置の C がこの前母音会により口蓋化され，そして次にこ
の会がその先行する口蓋化された c の影響により二重母音化された結果音 ea のウムラウト。
この例は本来語には例証されない: c?e < *c?se < POE *ceasi < *c誑i < WGmc. *k縱i (OS , 
OHG k縱i) < Lat. cãseus ‘cheese'。
(lO)io>ie 
すでに(I)で述べた Gmc. e のウムラウトの結果音 i が rC ， h の前で害Ijれを受けた結果音
10 のウムラウト。ただしウエストサクソン方言以外の方言では io のままである: hierde 
(hiorde) <POE *hiordi (Go. hairdeis , 01 hirδir ， OS hirdi , OHG hirti , Lith. k鑽dzius) 
‘shepherd'; ierre (iorre) ‘angry'<POE *iorri (Go. airzeis ‘astray , erring' , OS , OHG iri 
'angry' , La t.errãre ‘to wander'); sieh?(-siohδ) <POE ちiohiþ (Go. saihwiþ , OHG sihit) 
‘he sees' ，不定詞 seon< POE *seohan <羽TGmc. *sehan (OS , OHG sehan) 。
(11) ? > ? 
①すでに(I)で述べた Gmc. eu のウムラウトの結果音1Uに由来する ïo のウムラウト。
これはウエストサクソン方言にのみ起こった: cïest ‘he chooses' < POE *c?si?(Go. kiusiþ , 
OS kiusid , OHG kiusit 'he chooses' , Gk. geúð ‘1 give a taste of'); t?h?< POE *t?hi?
(Go. tiuhiþ , OS tiuhid , OHG ziuhit) ‘he draws , leads'; bïetst ‘you offer' < POE もïodist
(Go. biudis , 01 bÿδr ， OS biudis , OHG biutis ‘you offer' , Gk. peúthomai ‘1 notice'); 
l?htan 'to give light' (Go. liuhtjan , OS liuhtian , OHG liuhten ‘to give light', Gk. leuk? 
‘bright , white'); st?ran (st?ran) < POE ちtïorjan (Go. stiurjan , 01 stÿra , OHG stiuren) 
‘to steer'。
②Gmc.ï が h の前で害Ijれを受けた結果音 ïo のウムラウト: l?h?< POE *l?hi?(OHG l?it) 
‘he lends' < Gmc. *lïhw一 (Go. leihwan ‘to lend' , Gk. leípδ ‘1 leave') 。
( Gmc. inh>ïh に由来する I が h の前で害Ijれを受けた結果音 ïo のウムラウト: l?htan 
(OHG lïhten) ‘to lighten , make easier' < POE *liδhtjan (Iïoht ‘light (in weight) ')< WGmc . 
*l?tjan < Gmc. *linhtjanan < IE *lengWh-(Lith. leñgvas ‘light (in weight) ')。
以上のような古英語の例からも明らかなように，ゲルマン祖語の母音組織は i ウムラウトの
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段階に到達するまでにさまざまな変化を受けていたのであり 1-ウムラウトはゲルマン諸語に
共通した現象ではあるが，それが古英語における音変化のうちではそれほど早期の現象ではな
かったことがわかる。
古英語におけるウムラウトを含む主な音変化の順序関係は，ウエストサクソン方言に関
して見ると，次のようになるであろう (Campbell 1959: 109): l. WGmc. a , a の鼻音化と
WGmc. a> 会;2.WGmc.ai>a; 3.WGmc. a>?AFB); 4.割れ 5.次音節の後母音の前位置
での æ(AFB による結果音)>a; 6. 語頭口蓋音による二重母音化 7. ウムラウト。このよう
な順序付けがなされる根拠についてはすでに森 (1985 : 92-5) において詳細に論じた。
(1)で、扱った e>i の 1-ウムラウト，鼻音プラス子音の前での e>i の上げ， u>o の a ウ
ムラウトは伝統的にはゲルマン祖語で起こっていたとされるが，実際にはむしろ今回(lII)のウ
ムラウトと同様に個々のゲルマン語において起こった可能性が高いと思われる。しかしそれら
が今回 (III) の i ウムラウトよりは早期のものであることは間違いないであろう。その根拠とし
て第一に， dohtor ‘daughter' の与格単数 dehterに見られるような o>e の iーウムラウトの入
力となった o は Gmc. u>o の a ウムラウトの結果であり，従ってこの a-ウムラウトは明らか
に今回(lII)の i ウムラウトに先立って起こっていたことになる。第二に， lïehtan ‘to lighten , 
make easier' は lïehtan< POE *l?htjan < *l?tjan < *linhtjanan < IE *lengWh- という音過程
の結果であることは明らかであり，鼻音プラス子音の前での e>i の上げが割れに，そしてさら
に ïo>ïe の 1-ウムラウトに先立つて起こっていたことは間違いない。そして第三に，他の方言
ではウエストサクソン方言に起こった割れと同様の条件下で割れの代りに後退 (retraction) と
呼ばれる変化が起こった。例えば強変化動詞第 3 類の OS. OHG werran ‘verwirren' と同根
とされる Gmc. *wersiz (Go. wairs) ‘worse'> *wirsi (OS.OHG wirs) はウエストサクソン
方言では割れにより *wiorsi ，そして iーウムラウトにより wiers となったのに対し，他の方
言では *wirsi が後退により *wursi ，そして iーウムラウトにより wyrs となった。すなわち
e>i の 1-ウムラウトが割れ，後退， u>y の 1-ウムラウトに先立つて起こっていたことは明ら
かである。従って(1)で取り上げた e>i ， u>o は今回 (III) の 1-ウムラウトとは別のかなり早
期のものであることは間違いなさそうであるが，その正確な年代的な位置付けは難しいようで
ある。
次に古アイスランド語のウムラウトを取り上げてみよう。古アイスランド語の場合によ
るウムラウトと j によるウムラウトとを区別して，それぞれ iーウムラウト， J-ウムラウトと呼
ばれる。それでは具体例を見ていこう。
( 1 ) a>e 
setia (Go. satjan) ‘to set'; ferr < PN *fariR (Go. faris) ‘you go'; senda < PN *sandijan 
(Go. sandjan) ‘to send' (古アイスランド語ではこのように弱変化動詞第 1 類のゲルマン祖語
からの重語根に後続する -Jaーは原始ノルド語ではズィーフェルスの法則 (Sievers' law) に
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より寸Jaーとなっていたため，この例は j ウムラウトではなく 1-ウムラウトの例として扱われ
る); erfi (Go. arbi , OHG arbi , erbi)‘inheritance'; gestr<PN -gastiR (Go. gasts , OE 
giest , OS , OHG gast) ‘guest'。
(2)u>y 
Gmc.u を引き継ぐ u のウムラウト: gyllinn (Go. gulþeins , OS guldin , OHG guldin) 
‘golden'; kyn (Go. kuni , OS , OHG kunni)‘race'; sunr (Go. sunus , OE , OS , OHG sunu) 
‘son' の主格複数 synir (Go. sunjus); fylla<PN *fullijan (Go. fulljan , OS fullian , OHG 
fullen) ‘to fil'; hyggia (Go. hugjan , OS huggian , OHG hucken) ‘to think'。
(3 )0>θ 
sunr の主格複数 sømr。古英語の場合と同様，これは本来 u があるべきところに属格単数
sonar，属格複数 sona における u の a ウムラウトによる o が次音節に i を持つ主格単数に語
根母音として類推的に導入された結果生じたものである。従って上記( 2 )の synir の方が本来
の形である。
(4)a>?
( Gmc. el に由来する a のウムラウト: v誅a < PN *wanij an (Go. wenjan , OS wanian , 
OHG wanen) ‘to hope'。
( Gmc. a が後続子音の消失に伴い代償延長を起こした結果音 a のウムラウト: f誡 'you 
seize' < PN *fahiR (OE fehst < POE *fδhist) < Gmc. *fanh一，不定詞 fa< PN *fahan (Go. , 
OS , OHG fahan) <Gmc. *fanhanan; 語根名詞 gas (OHG gans) ‘goose' の主格対格複数
g岳部<Gmc . *gansiz; hlæia ‘to laugh'< 市laja< Gmc. *hlahjanan (Go. hlahjan) 。
( Gmc. h , r の前の Gmc. ai に由来する a のウムラウト:会tt ‘Familie'< PN *aihtiｭ
(Go. aihts , OE æht ‘property'; skærr ‘klar' < PN *skairiR (これが Gmc. ai であることは，
Heusler (19677: 26) の言うようにこれが Go. skeirs , 01 skirr 'klar' に対しアプラウトの関
係にあることからも明らかであろう)。
(5 )?y 
( Gmc. ü を引き継ぐ a のウムラウト: ryma (OS rümian , OHG rümen) ‘to make room'。
( Gmc. uns> PN üs に由来する白のウムラウト: fysa ‘antreiben' (OS füsian もereit
machen') <Gmc. *funsjanan (OHG funs ‘ready , eager for'); yskia (OHG wunsken) ‘to 
wish'。
( kyr (OE cü , OS kö , OHG kuo) ‘cow' の属格単数，主格対格複数 kyr (対格単数 kü) 。
前述のように，この語根母音色の由来については OE cü , cy とともに本稿の最後で論じるこ
とにする。
( 6 )δ>ø 
①Gmc.δ を引き継ぐ δ のウムラウト: føra<PN ネfδrijan (OS förian , OHG fuoren) 
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‘führen'; fõtr ‘foot'の主格対格複数 føtr< PN *f?iR < Gmc . *f?iz (G k. pódes) 。
( Gmc. unh に由来する δ のウムラウト: ungr (Go. juggs , OS , OHG jung) ‘young' の比
較級 øri< 勺hiRe<*jõhiRe<Gmc. *junhizen (Go. 国1Ïza) 。
( Gmc. auh に由来する δ のウムラウト: fIøða ‘1 fled' < PN *flauhidõ。これは Go.
þliuhan , OS , OHG fliohan ‘to fly' とアフ。ラウトの関イ系にある。
( 7)au>ey 
Gmc. au を引き継ぐ au のウムラウト: hleypr (Go. hlaupis) ‘you leap' ，不定詞 hlaupa;
meyiar (Go. maujδs) ‘girl' (属格単数)。
( 8 ) io>i?(>の)
強変化動詞第 7 類のうち語根が Gmc. aww , ü の反映で終わるものの接続法過去 3 人称単
数において，重複接頭辞の母音 e ( Go. ai [ e ] )と語根母音との縮合により生じた 10 のウム
ラウト: hiøggi , h?gi (直説法過去 hioggum ‘we hewed' ，不定詞 hQggva ， OE heawan , OS 
hauwan , OHG houwan) ; biøggi , b?gi (直説法過去 bioggum 'we dwelt' ，不定詞 büa ，
OE , OS , OHG büan) 。
(9 )i??
すでに(1)で述べた Gmc. eu のウムラウトの結果音1Uに由来する1Uのウムラウト:
bÿðr ‘you offer' < PN 市iudiR (Go. , OS biudis , OHG biutis ‘you offer' , Gk. pe偀homai 
'1 notice'); st?a < PN キstiurijan (Go. stiurjan , OHG stiuren) ‘to steer'。
(10)i?i?>? 
強変化動詞第 7 類のうち語根母音に Gmc. au の反映を持つものの接続法過去 3 人称単数
において，重複接頭辞の母音 e (Go. ai [e ] )と語根母音との縮合により生じた iõ のウムラ
ウト: iøki ， økiくもauki (直説法過去 iõk ， Go. aiauk ‘1, he added'，不定詞 auka ， Go. 
aukan); hI?pi < *hlehlaupi (直説法過去 hliõp ‘ lief'，不定詞 hlaupa ， Go. hlaupan) 。
(ll) 古アイスランド語では無強勢の Gmc. ai , e に由来する i の前では，そして強変化動調の
過去分詞の接辞で Gmc. -enaz , -anaz (<IE -enos , -onos) の恐らくいずれかに由来する
PN -inaR>OI -inn の前では，例えば armr ‘arm' の与格単数 armi (01 -i<PN -e<-ai); 
faδir<Gmc. *fader (Gk. pat~r) ‘father'; fara ‘to go' の接続法現在 3 人称単数 fari (Go. 
farai); fara の過去分詞 farinn<PN *farinaR (Go. farans , OE faren , OS , OHG gifaran) の
ように 1-ウムラウトが起こらないのがふつうである。そして強変化動詞で語根母音に Gmc.
u を持つ過去分詞では boðinn (Go. budans , OE boden , OS gibodan , OHG gibotan) 
‘ offered' のように，西ゲルマン語と同様にむしろ a-ウムラウトが起こっている。しかし語根末
子音が g ， k であれば 1-ウムラウトと同じように語根母音 a は e に前舌化された。これは
Palatalumlaut，あるいは g-k-ウムラウトと呼ばれる: degi < PN *dage (dagr day' の与格単
数) ; fenginn<PN *fanginaR(OE fangen , OS , OHG gifangan) ‘gefangen'; sleginn < PN 
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slaginaR (OE slagen , OS , OHG gislagan) ‘geschlagen'; tekinn (taka ‘to take' の過去分
詞) < PN *takinaR。
最後に，前述のように語根名詞 OE cü , 01 kyr (OS kδ ， OHG kuo) ‘cow' の語根母音と
そのウムラウトについてZ命じてみたい。
OEcü のウムラウト形 cy<POE *kü-i は属格単数，与格単数，主格対格複数の形であり，も
ちろんウムラウトの原因は語尾の POE -i である。この語尾は属格単数では Gk. bo(w)ós に見
られる属格単数語尾 -ós とアプラウトの関係にある Gmc. -iz(01 kyr<PN *k?iR) <IE -es 
(Lat. bovis) に，与格単数では Gmc. -i<IE -i (Gk. bo(w)í , Skt. gavi)に，そして主格対
格単数では Gmc. -iz (01 kyr<PN *k?iR) <IE -es (Gk. bó(w)es , Skt. gavas) に由来
する。 Campbell (1959 : 47) は， cü の語根母音 a は WGmc. õ に由来し，。が G になった原
因は δ が語末で強勢を有していたためと考える。そして Brunner (19653 : 48) も同様の見方を
している。ゲルマン語派以外の同語源の主格単数 Gk. boùs , Skt. gaus などから IE *gWõus と
いう形が推定されているが，これがいかにして上記のゲルマン諸語の形に発達したかについて
はあまりはっきりとはしていないようである。 Bammesberger(1990 : 200) は Gmc. 吐(w)δ/
吐(w)ü- という 2 種類の語根を仮定する。すなわち前者からは OS kõ , OHG kuo が，後者か
らは 01 kyr , OE cü が発達したということになる。彼はさらに前者は IE *gWõ(w)一，後者は
IE *gW?-< *gWw-h- (h は喉音)にさかのぽると考え，ゲルマン語派における δü という母
音の違いを異なるアプラウトの階梯に求めている。 Wright & Wright (19253 : 67) は語末で
単音節語における wδ>ü という変化を仮定し，またこの wõ は対格単数の IE *gWδm (Gk. 
Dor. bδn ， Skt. gam) > Gmc. *kw?> *kwδn に由来すると考える。すなわちこの Gmc.
*kwõn から語根は *kwõ と解釈されるようになり，そこから与格単数の *kwõ-i ，主格対格
複数の *kwδ-iz が形成され，ともに POE *k?i> OE cy に発達したということになる。
Campbell (1959: 47) もまた δ>ü がwの後位置という条件下で起こった変化である可能性
は認めている。他方 Voyles (1989: 34) は IE õu>Gmc.δ という変化を提案している。
Voyles のこの見解が正しければ，そしてそこへさらに上述の δ>ü あるいは wõ>むという
変化が加わったとすれば，ゲルマン諸語の形はすべて IE *gWδuーのみからの発達とみなせる
であろう。あるいは cü は Voyles (1989: 30 , 34) の提案する stressed vowel lengthening 
という規則がゼロ階梯の語根 1E *gWu-> Gmc. *kwu- に働いた結果かもしれない。
古アイスランド語の場合，主格単数 kyr<PN *k? (Lat. bõs , Gk. boùs , Skt. gaus) が，
1-ウムラウトを受けた属格単数，主格対格複数 kyr< PN *kü-iR と同ーとなっているのは語
尾 r のより古い，原始ノルド語の段階の -R (<Gmc. -z<IE -s) によるウムラウト (R ウム
ラウト)の結果である。属格単数と主格対格複数の原始ノルド語の語尾 -iR の由来は前述の
OE cy の場合と同一である。ウムラウトの入力となった a の由来についても OE cü の場合
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と同様の説明が可能であろう。ただし語根 *kwö が前提となるにせよ，少なくとも古アイスラ
ンド語では sü ‘diese ， die'<Gmc. *s?(Go. s? <IE *s? (Gk. Dor. hã , Skt. sã) という
例から考えてwが後続の δ>ü という変化の要因でないことだけは明らかであろう。
なお，次回(IV) では今回の古英語，古アイスランド語に続き，古高地ドイツ語における状況
について論じ，本論を完結することにしたい。
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